
平
成
18
年
６
月
議
会
定
例
会
は
、
６
月
13
日
か
ら
19
日
ま

で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
15
日
に
行
わ
れ
、
４
人
の
議
員
が
村
政
の
重

要
な
課
題
等
に
つ
い
て
村
側
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
案
審
議
は
19
日
に
行
わ
れ
、
追
加
議
案
を
含
む

提
出
さ
れ
た
11
議
案
は
全
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
勘
定
の
既
定
予
算
の
総

額
か
ら
２
７
４
７
万
７
０
０
０

円
を
減
額
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
７
億
５
４
８
０
万
８
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。
歳
出
の

主
な
も
の
は
、
老
人
保
健
拠
出

金
２
３
３
９
万
３
０
０
０
円
お

よ
び
介
護
納
付
金
４
１
２
万
２

０
０
０
円
の
減
額
等
で
す
。

既
定
予
算
の
総
額
に
84
万
円

を
追
加
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
７
８
２
０
万
３
０
０
０
円

と
し
ま
し
た
。
歳
出
の
内
容
は

処
理
場
脱
水
機
の
修
繕
料
で
、

こ
の
財
源
と
し
て
一
般
会
計
繰

入
金
を
充
て
て
い
ま
す
。

既
定
予
算
の
総
額
に
１
１
４

６
万
１
０
０
０
円
を
追
加
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
４
億
７

８
７
８
万
９
０
０
０
円
と
し
ま

し
た
。
歳
出
の
内
容
は
国
庫
支

出
金
の
前
年
度
精
算
返
還
金
で
、

こ
の
財
源
と
し
て
繰
越
金
を
充

て
て
い
ま
す
。

既
定
予
算
の
総
額
に
４
６
４

万
９
０
０
０
円
を
追
加
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
７
億
６
０

８
５
万
円
と
し
ま
し
た
。
歳
出

の
内
容
は
、
国
や
県
負
担
金
な

ど
の
前
年
度
精
算
償
還
金
で
す
。

こ
の
財
源
と
し
て
、
支
払
基
金

交
付
金
お
よ
び
一
般
会
計
繰
入

金
を
充
て
て
い
ま
す
。

特
別
工
業
導
入
地
区
内
に
お

け
る
課
税
免
除
の
適
用
期
限
を
、

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
２
年

延
長
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

既
定
予
算
の
総
額
に
２
５
５

３
万
８
０
０
０
円
を
追
加
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
35
億
２

３
５
３
万
８
０
０
０
円
と
し
ま

し
た
。
歳
出
の
主
な
内
容
は

・
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業
費
７
８
１

万
６
０
０
０
円
。

・
障

が
い
程
度
判
定
審
査
会
負
担
金

63
万
２
０
０
０
円
。

・
森
林
環
境
交
付
金
事
業

95
万
円
、
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
繰
出
金
84
万
円
。

・
観
光
拠
点
整
備
事
業

△
４
２
８
万
２
０
０
０
円
。

・
奨
学
金
貸
付
金
７
９
２

万
円
、
草
野
小
学
校
耐
震
診
断

４
４
６
万
４
０
０
０
円
。

・
現
年
度
発
生
災
害
復

旧
費
４
７
１
万
５
０
０
０
円
な

ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
財
源
と

し
て
繰
越
金
お
よ
び
諸
収
入
等

を
充
当
し
て
い
ま
す
。

18年度の世帯および本人の課税状況により、介護保険料の年額保険料が確定します。年金から天
引きされる特別徴収の方には「特別徴収開始通知書」が、納付書で納める普通徴収の方には「納入
通知書」が今月下旬に送付されますので、ご覧ください。
18年度より保険料が改定され、低所得層に配慮して段階の増設がなされました。
また、税制改正（老年者控除の廃止、公的年金控除額の引き下げ）の影響により、保険料負担の
急激な増加を避けるため、18年度・19年度の２年間に、保険料を段階的に引き上げる激変緩和措置
を行ないます。

利用しているサービス費用の全額を支払っていただく場合があります。
また、納めていない期間に応じて、個人負担の割合が１割から３割に引き
上げられたり、高額介護サービス費の支給を受けられない場合があります。
納期限内の納付をお願いします。
○お問合わせ 保健福祉課福祉係（��１６２０）

住民課税務係・収納係（��１６１５）



人
権
擁
護
委
員
に
、
佐
藤
隆

明
さ
ん
（
上
飯
樋
）
を
推
薦
し

た
い
の
で
、
議
会
の
意
見
を
求

め
る
も
の
で
す
。

計
画
路
線
と
し
て
「
大
西
壇

ノ
原
線
」
を
追
加
し
た
い
の
で
、

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
介

護
納
付
金
課
税
額
の
税
率
等
の

改
正
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
経
費

を
賄
う
た
め
、
平
成
18
年
度
一

般
被
保
険
者
の
一
人
当
た
り
保

険
税
を
前
年
比
７
５
３
６
円
増

の
６
１
３
５
９
円
に
、
全
被
保

険
者
の
一
人
当
た
り
介
護
納
付

金
を
前
年
比
３
６
０
８
円
増
の

２
０
６
１
５
円
と
し
ま
し
た
。

長
泥
２
号
線
の
終
点
が
変

わ
る
こ
と
に
よ
り
、
路
線
の

廃
止
お
よ
び
認
定
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。

南
相
馬
方
部
障
が
い
程
度

判
定
審
査
会
共
同
設
置
規
約

に
よ
り
、
審
査
会
を
共
同
設

置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

５
月
11
日
、
村
表
彰
条
例
に

基
づ
き
「
村
表
彰
式
典
」
を
挙

行
し
ま
し
た
。
長
年
、
本
村
の

自
治
振
興
に
多
大
な
る
ご
貢
献

を
賜
り
ま
し
た
14
人
（
特
別
功

労
賞
３
人
、
自
治
功
労
賞
６
人
、

善
行
賞
５
人
）
の
方
々
を
表
彰

し
ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
熱
い

思
い
を
も
っ
て
村
勢
進
展
に
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ

り
、
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
年
は
例

年
に
な
く
多
く
の
方
を
表
彰
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
立
村
50
周
年

の
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
表
彰
式

に
な
っ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
は
記
念
す
べ
き
飯
舘
村

誕
生
50
周
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
、「
立
村
50
周
年
記
念
祭
」

を
９
月
30
日
に
開
催
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

心
に
残
る
、
そ
し
て
有
意
義

平
成
17
年
度
の
売
得
金
と
入

場
者
数
実
績
に
つ
い
て
、
ま
ず

売
得
金
に
つ
い
て
は
12
億
２
３

６
５
万
７
８
０
０
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
６
９
３
５
万
４
３
０

０
円
、
率
に
し
て
５
・
36
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
の
入
場
者
数
も
５
万
９

５
２
４
人
で
、
前
年
度
に
比
べ

２
１
０
６
人
、
率
に
し
て
３
・

42
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
開
催
日
数
は
３
０
６

日
と
、
前
年
度
に
比
べ
１
日
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
当
り
の
投
資
金
額
は
前

年
度
が
２
０
９
８
０
円
、
今
年

度
が
２
０
５
５
７
円
で
、
４
２

３
円
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

村
に
は
売
得
金
の
１
％
と
し

て
、
前
年
度
よ
り
69
万
３
５
４

３
円
少
な
い
１
２
２
３
万
６
５

７
８
円
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

な
祭
り
に
す
る
た
め
、
６
月
１

日
に
「
立
村
50
周
年
記
念
祭
実

行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
た
と

こ
ろ
で
す
。
実
施
体
制
と
し
て

は
、
い
い
た
て
村
づ
く
り
推
進

協
議
会
を
も
と
に
、
村
・
Ｊ
Ａ

そ
う
ま
飯
舘
総
合
支
店
・
村
商

工
会
・
村
森
林
組
合
・
村
行
政

区
長
会
、
そ
の
他
関
係
団
体
等

で
組
織
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
多
く
の
村
民
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
広
報

お
知
ら
せ
版
等
で
参
加
者
を
募

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
イ
ベ
ン
ト

の
内
容
に
つ
い
て
は
現
在
実
行

委
員
会
で
検
討
中
で
あ
り
、
祭

り
の
参
加
者
等
に
多
く
の
感
動

を
与
え
る
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を

目
指
し
、
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

可
燃
ご
み
は
３
３
５
・
５
�

で
、
前
年
度
よ
り
18
・
２
�
、

率
に
し
て
５
・
１
％
の
減
。
不

燃
ご
み
は
１
３
７
・
８
�
で
、

前
年
度
よ
り
３
・
９
�
、
率
に

し
て
２
・
９
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
資
源
回
収
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
包
装
が
約
16
・

６
％
増
、
紙
類
が
８
・
７
％
減
、

缶
類
と
び
ん
類
は
３
・
４
％
の

減
に
な
っ
て
お
り
、
全
体
で
３

０
１
・
４
�
回
収
し
ま
し
た
。

今
年
か
ら
雑
紙
類
の
回
収
と
水

切
り
有
孔
バ
ケ
ツ
に
よ
る
生
ご

み
の
減
量
化
を
進
め
て
お
り
、

多
く
の
村
民
に
関
心
を
も
っ
て

い
た
だ
き
適
切
な
分
別
と
資
源

回
収
を
一
層
推
進
し
、
ご
み
処

理
施
設
の
有
効
活
用
と
資
源
の

有
効
利
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

４
月
に
助
役
を
本
部
長
と
し

た
「
村
税
収
納
率
向
上
特
別
対

策
本
部
」
を
設
置
し
、
４
〜
５

月
の
２
ヵ
月
間
管
理
職
全
員
に

よ
る
訪
問
徴
収
を
実
施
し
て
、

納
付
催
告
と
相
談
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
ほ
ぼ
前
年
並
み

の
収
納
率
を
確
保
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

滞
納
繰
越
額
は
、
合
計
で
１

億
４
１
１
７
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

で
す
が
、
村
税
は
村
の
根
幹
を

な
す
重
要
な
自
主
財
源
で
す
の

で
財
源
確
保
の
た
め
、
今
後
と

も
納
税
の
啓
発
と
収
納
率
の
向

上
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

水
稲
に
つ
い
て
は
、
例
年
で

す
と
水
不
足
や
苗
の
成
育
不
良

等
が
見
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
年
は
そ
の
よ
う
な
こ

と
も
な
く
順
調
に
作
付
け
さ
れ

た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
葉

た
ば
こ
、
加
工
ト
マ
ト
な
ど
も

霜
害
も
無
く
順
調
に
生
育
し
て

い
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
収

穫
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。４

月
25
日
に
「
い
い
た
て
集

落
営
農
推
進
連
絡
協
議
会
」
を

設
立
し
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会

は
、
19
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る

集
落
営
農
の
確
立
に
向
け
、
20

行
政
区
の
集
落
営
農
代
表
者
お

よ
び
県
相
双
農
林
事
務
所
、
村

農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
飯

舘
総
合
支
店
、
村
産
業
課
が
構

成
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
関
係
機
関
・
団
体
の
連

携
と
情
報
交
換
を
も
と
に
、
集

落
営
農
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
置
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
７
月
に
は
村
主
催
に

よ
る
全
行
政
区
を
対
象
と
し
た

３
回
目
の
座
談
会
を
開
催
す
る

予
定
で
あ
り
、
今
回
の
座
談
会

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お

け
る
具
体
的
な
課
題
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
取

り
組
み
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

４
月
21
日
、「
有
害
鳥
獣
捕

獲
隊
」
を
編
成
し
ま
し
た
。
近

年
、
猿
や
猪
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
が
多
く
発
生
し
て
お
り
、

捕
獲
隊
に
寄
せ
る
期
待
は
大
き

な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
承

知
の
と
お
り
村
は
広
大
な
面
積

を
有
し
て
お
り
、
捕
獲
隊
だ
け

で
は
限
界
が
あ
る
の
も
現
実
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
農
家
の
皆

さ
ん
に
も
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
よ
う
な
自
己
防
衛
対

策
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
地
域
ぐ
る
み
で
の
対

策
も
お
願
い
し
ま
す
。

５
月
28
日
、
村
民
の
森
「
あ

い
の
沢
」
に
お
い
て
、
黛
ま
ど

か
さ
ん
に
選
定
い
た
だ
い
た

「
愛
の
俳
句
」
の
う
ち
、
全
国
各

地
か
ら
入
選
者
24
人
と
同
伴

者
、
多
く
の
ご
来
賓
の
も
と
盛

大
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は

黛
ま
ど
か
さ
ん
の
ご
縁
で
、
ス

ポ
ー
ツ
キ
ャ
ス
タ
ー
の
増
田
明

美
さ
ん
が
詠
ま
れ
た
俳
句
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

本
人
に
も
出
席
い
た
だ
き
、
披

露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

の
設
置
と
写
真
集
の
整
備
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
10
月
１
日
に
は
、

黛
ま
ど
か
さ
ん
を
お
招
き
し
、

愛
の
句
碑
を
活
用
し
た
誰
で
も

参
加
で
き
る
「
い
い
た
て
俳
句

ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
て
、
交

流
人
口
の
確
保
を
図
る
考
え
で

す
。
村
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
ぜ

ひ
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
天
で

し
た
が
、
今
回
も
全
国
各
地
か

ら
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
と
て
も
良
い
雰
囲
気
の
中

で
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

な
お
、
愛
の
俳
句
の
募
集
は

昨
年
度
で
終
了
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
句
碑
の
周
遊
案
内
板

現
在
葺
き
替
え
工
事
を
行
な

っ
て
お
り
、
工
期
は
７
月
14
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

改
修
工
事
に
合
わ
せ
、
村
グ
リ

ー
ン
リ
ズ
ム
研
究
会
主
催
に
よ

る
「
民
家
園
の
茅
葺
き
体
験
交

流
事
業
」
を
６
月
３
日
、
４
日

の
２
日
間
実
施
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
埼
玉
県
や
群
馬
県
な
ど

か
ら
親
子
連
れ
な
ど
10
人
の
参

加
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は

「
茅
葺
き
の
貴
重
な
体
験
が
で

き
、
と
て
も
感
激
し
た
」
な
ど

大
変
好
評
で
し
た
の
で
、
今
後

の
民
家
園
の
利
活
用
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。



相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
で
は
、
平
成
19
年
４

月
１
日
付
け
職
員
採
用
試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

平
成
18
年
７
月
10
日
（
月
）
〜

８
月
11
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
平
成
18
年
８
月
９
日
（
水
）
の
消

印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効

第
一
次
試
験
　
平
成
18
年
９
月
17
日
（
日
）

相
馬
市
役
所
分
庁
舎

第
二
次
試
験
　
平
成
18
年
11
月
上
旬

消
防
職
　
若
干
名

●
受
験
資
格

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
試
験
の
方
法

第
一
次
試
験
　
教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

第
二
次
試
験
　
作
文
試
験
、
面
接
試
験
、
身

体
検
査
、
体
力
検
査

申
込
用
紙
は
、
相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
事
務

局
、
相
馬
地
方
広
域
消
防
本
部
、
相
馬
消
防
署
、
新

地
分
署
、
南
相
馬
消
防
署
、
小
高
分
署
、
鹿
島
分
署
、

飯
舘
分
署
に
お
い
て
交
付
し
ま
す
。
本
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
16.ocn.ne.jp/̃s-koiki/

）

事
務
局
・
総
務
課
総
務
係
（

35
‐
０
２
１
１
）

当
施
設
を
運
営
し
た
い
と
い

う
４
団
体
（
個
人
を
含
む
）
の

皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

５
月
15
日
に
打
合
せ
を
行
な
い

ま
し
た
が
、
お
話
を
伺
っ
て
み

ま
す
と
、
現
段
階
で
は
経
営
す

る
に
当
た
っ
て
の
具
体
的
な
計

画
書
も
無
い
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
来
年

４
月
オ
ー
プ
ン
を
控
え
、
指
定

管
理
者
と
し
て
無
理
で
は
な
い

か
と
の
判
断
で
、
当
面
は
村
が

直
営
で
運
営
す
る
こ
と
で
了
承

を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
施
設
の
運
営
に
当
た

っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

村
民
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た

め
早
急
に
参
加
者
を
募
り
、
施

設
の
運
営
委
員
会
的
な
組
織
を

立
ち
上
げ
、
来
年
４
月
の
オ
ー

プ
ン
に
向
け
準
備
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

繰
越
事
業
の
草
野
小
学
校
プ

ー
ル
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事

に
つ
い
て
は
、
５
月
末
で
工
事

を
完
了
し
ま
し
た
。
今
後
は
安

心
し
て
プ
ー
ル
使
用
が
で
き
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
児
童
生
徒
や
教
師
・

保
護
者
の
悩
み
ご
と
相
談
へ
の

対
応
、
青
少
年
の
非
行
・
問
題

行
動
の
未
然
防
止
が
強
く
叫
ば

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
育
て

に
対
す
る
相
談
体
制
を
つ
く
る

た
め
、
県
に
対
し
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
を
要
望
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
中
学
校
と

相
農
飯
舘
分
校
に
そ
れ
ぞ
れ
週

１
回
の
配
置
が
認
め
ら
れ
、
４

月
下
旬
か
ら
勤
務
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
配
置
に
つ
い
て
は
、
文
書
で

保
護
者
に
お
知
ら
せ
し
た
ほ
か
、

広
報
紙
上
で
も
紹
介
し
、
広
く

周
知
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
内
で
は
気
軽
に

相
談
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
ほ

か
、
今
後
は
「
広
報
い
い
た
て
」

の
紙
面
に
コ
ラ
ム
欄
を
設
け
て
、

子
ど
も
た
ち
を
も
っ
と
地
域
や

家
庭
で
見
守
る
た
め
の
情
報
発

信
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

恒
例
に
な
り
ま
し
た
、
村
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
主
催
の
「
第
16

回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
対
抗
は
や

ま
湖
駅
伝
競
走
全
国
大
会
」
が
、

今
年
も
４
月
29
日
の
「
み
ど
り

の
日
」
に
、
は
や
ま
湖
畔
を
舞

台
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
そ
う
ま
の
理
事
の
改
選

に
伴
な
い
、
青
田
惣
介
氏
に
代

わ
り
星
一
治
氏
の
推
薦
を
受
け
、

同
氏
を
選
任
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
宮
城
県
柴
田
町
を
は

じ
め
、
相
馬
市
や
川
俣
町
な
ど

村
内
外
か
ら
18
チ
ー
ム
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

女
子
の
部
で
は
、
４
区
間
で

区
間
新
記
録
お
よ
び
大
会
新
記

録
が
出
る
な
ど
、
白
熱
し
た
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
は
昨
年
度
に
続

き
34
億
円
台
の
一
般
会
計
予
算

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
現

在
、
国
が
進
め
て
い
る
２
０
０

６
骨
太
の
方
針
に
大
幅
削
減
が

盛
り
込
ま
れ
る
と
の
報
道
の
中

で
、
交
付
税
が
依
然
不
透
明
で

あ
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
村
で
は

あ
ら
ゆ
る
予
測
を
想
定
し
て
、

準
備
や
対
応
を
怠
ら
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
幸
い
、
村
で
は
予
測
の
つ

か
な
い
将
来
の
た
め
、
15
年
度

末
で
５
億
９
０
０
０
万
円
、
16

年
度
末
で
７
億
４
０
０
０
万

円
、
17
年
度
末
で
８
億
４
０
０

０
万
円
と
、
財
調
基
金
の
積
み

増
し
を
し
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
県
町
村
会
長
の

職
を
最
大
限
に
活
用
し
、
効
率

一
辺
倒
の
基
準
の
み
で
地
方
交

付
税
の
削
減
や
、
道
路
特
定
財

源
の
一
般
財
源
化
な
ど
に
よ
る

地
方
道
整
備
の
遅
れ
な
ど
、
地

方
切
り
捨
て
の
国
の
方
針
に
、

あ
ら
ゆ
る
要
望
活
動
な
ど
を
行

な
い
改
善
を
促
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
そ
れ
ら
の
活
動
の
中

で
、
我
が
村
の
よ
う
な
小
さ
な

町
村
が
自
立
し
て
い
け
る
政
策

や
制
度
が
実
現
出
来
る
よ
う
、

努
力
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
県
内
の
町
村
数
は
80

か
ら
49
に
減
少
し
、
町
村
の
存

在
感
が
小
さ
く
な
り
つ
つ
あ
る

も
の
を
何
と
し
て
も
避
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
合
併
し

た
自
治
体
の
そ
の
後
の
難
し
い

状
況
な
ど
を
多
く
聞
く
に
つ
け
、

自
立
し
て
い
く
町
村
の
連
携
強

化
や
自
治
体
の
強
化
を
図
ら
ね

ば
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
、
県

町
村
会
と
県
町
村
議
会
議
長
会

の
事
務
局
統
合
方
針
を
出
し
ま

し
た
。
ス
リ
ム
化
し
足
腰
を
強

く
す
る
た
め
、
先
手
を
打
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

当
村
も
、
さ
ら
な
る
行
財
政

改
革
を
進
め
、
自
立
の
確
た
る

基
盤
を
つ
く
る
た
め
、
自
治
体

の
両
輪
で
あ
る
村
議
会
と
我
々

行
政
執
行
機
関
が
さ
ら
に
一
致

団
結
し
、
今
後
の
村
の
活
性
化

や
村
民
生
活
向
上
に
向
け
努
力

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

平成18年５月末現在

７月
1 新田川あゆ解禁（南相馬市原町区） 22 相馬野馬追　北郷前夜祭（南相馬市鹿島区　鹿島御子神社境内ほか）
1 水田幸絵画展（～17日　南相馬市原町区　銘醸館二番蔵ギャラリー） 23 相馬野馬追　総大将出陣（相馬市　相馬中村神社）
1 右田浜キャンプ場オープン（～8月31日　南相馬市鹿島区） 23 相馬野馬追　出陣式（南相馬市小高区内）
2 思いやり・までいラリー ピンポン大会（飯舘中学校体育館） 23 相馬野馬追　北郷本陣祭（南相馬市鹿島区　鹿島区民体育館前広場）
9 およごもり（相馬市小泉　八坂神社） 23 相馬野馬追　宵乗（南相馬市原町区　雲雀ヶ原祭場地）
14 原釜尾浜海水浴場海開き（相馬市） 23 相馬野馬追　宵乗り行列（南相馬市小高区内）
15 少年の主張大会（新地町農村環境改善センター） 23 相馬盆踊りパレード（南相馬市原町区　原ノ町駅前通り・旭公園）
16 オアシスピアノフェスティバル（南相馬市鹿島区　生涯学習センター） 23 夏休み企画「野馬追体験コーナー」（～25日　南相馬市原町区　銘醸館自由広場）
中旬 北泉海水浴場海開き（南相馬市原町区） 24 相馬野馬追　本祭り（南相馬市原町区　雲雀ヶ原祭場地）
19 釣師浜海水浴場海開き（新地町） 24 相馬野馬追帰り馬行列（南相馬市鹿島区内、南相馬市小高区内）
20 朝倉悠三　～相馬野馬追を描く～（～26日　南相馬市原町区　銘醸館二番蔵ギャラリー） 24 火の祭（南相馬市小高区　前川堤防沿い）
20 村上海水浴場海開き（南相馬市小高区） 25 野馬懸（南相馬市小高区　相馬小高神社）
22 相馬野馬追　宵祭（相馬市　馬陵公園） 29 夏休み企画「親子教室うちわ作り」（～30日　南相馬市原町区　銘醸館自由広場）
22 歴代相馬藩候墓前祭（南相馬市小高区　同慶寺境内） 30 夏休み企画「親子教室おばけ作り」（～31日　南相馬市原町区　銘醸館自由広場）

８月
上旬 遊海しんち（新地町　釣師浜海水浴場） 中旬 流灯会（相馬市　相双漁協相馬原釜支所）
4 七夕まつり（～6日　相馬市　田町通り） 中旬 万葉の里かしま盆踊り・花火大会（南相馬市鹿島区　鹿島生涯学習センター）
5 夏休み企画「おばけ大会」（～7日　南相馬市原町区　銘醸館自由広場） 12 大瓜市（相馬市　宇多川町通り）
5 夏休み企画「親子教室絵灯篭作り」（～7日　南相馬市原町区　銘醸館自由広場） 13 相馬盆踊り大会（～14日　相馬市内）
6 サマーフェスタはらまち（南相馬市原町区　シーサイドパーク） 14 盆踊り大会（南相馬市原町区　旭公園）
13 サマーフェスティバル （南相馬市小高区　小高小学校校庭） 20 夏休み企画「親子教室絵手紙作り」（～21日　南相馬市原町区　銘醸館自由広場）

９月
15 いもずいも（～16日　相馬市　涼ヶ岡八幡神社） 下旬 いも煮会（南相馬市原町区　ハートランドはらまち）
22 中島敏明・須田美紀子絵画展（～15日　南相馬市原町区　銘醸館二番蔵ギャラリー） 29 セントラル愛知交響楽団コンサート（飯舘中学校体育館）
23 相馬宇多郷神楽舞（相馬市　坪田・雷神社） 30 飯舘村立村50周年記念祭（いいたて野球場）

１０月
1 松川浦ふれあいマラソン大会（相馬市　松川浦大橋周辺） 15 野馬追振興秋季競馬大会（南相馬市原町区　南相馬市馬事公苑）
1 御神楽大会（相馬市　相馬神社神楽殿） 中旬 松川浦湾内釣り大会（相馬市　松川浦）
1 秋まつり（～２日　相馬市　相馬神社） 21 第25回相馬民謡全国大会（～22日　相馬市　市民会館）
上旬 大悲山月あかりコンサート（南相馬市小高区　大悲山薬師堂） 23 第20回万葉の里かしま海のサケまつり（南相馬市鹿島区　相双漁協鹿島支所前特設会場）
上旬 鮭まつり（南相馬市原町区　新田川鮭採補場） 29 第５回そうま市民まつり（相馬市　スポーツアリーナそうまほか）
8 海の味まつり・鮭（相馬市　水産物直売センター） 31 ほのぼのコンサート（草野小学校体育館）
12 秋の夕暮れ発表コンサート（南相馬市鹿島区　生涯学習センター）


